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（１）創意工夫の事例

3



創意工夫の事例紹介①

作業員が持ち上げながらの据
え付け作業が困難である。

作業員の負担軽減及び機器
の落下による事故防止のため、
空気圧を利用した
アッパー機器を使用した。
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創意工夫の事例紹介②

作業後の施錠忘れ防止と送電後の
安全面を考慮して、施錠・無施錠が
目視で確認できる、
「表示付きドアハンドル」を採用した。
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創意工夫の事例紹介③

熱中対策として、作業者の体調変化
をリアルタイムに把握することで、
熱中予防が可能な
労務／熱中症管理サービス
「みまもりふくろう」
を使用。
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創意工夫の事例紹介④

高所作業及び天井裏作業時における
工具使用時及び持ち運び中に
使用する工具が
万が一にも落下することがないよう、
各工具には
「落下防止用のワイヤー」を
取り付けた。
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創意工夫の事例紹介⑤

駐車する工事車両については、
【降車６か条】チェックシートを
掲示させた。
確認者は運転手、現場代理人の
ダブルチェックとし
交通事故防止対策とした。

【降車６か条】
チェックシート
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創意工夫の事例紹介⑥

更新後の部材に
【施工業者・竣工年月】記載の
シールを貼り、
維持管理上の部品交換時期等を
見える化。
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創意工夫の事例紹介⑦

新設の点検口裏に用途を表示し、
維持管理性能の向上。
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創意工夫の事例紹介⑧

埋設表示シートの仕様を
アルミ付き仕様のものを採用して施工。

今後、掘削工事がある時、アルミ付きで
施工されているため、埋設管探知機等に
よって、地表から埋設位置が速やかに
確認でき、損傷事故防止になる。
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創意工夫の事例紹介⑨

給水配管の材質は
ポリエチレン管を使用しており、
ロケーティングワイヤーを設置する
ことにより、
埋設配管の探知作業を容易にし、
改修時に埋設配管破損事故を
未然に防ぐことが出来る。
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（２）改善事項の事例

アンカーボルトの施工管理について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

13



給気・排気ファンの耐震計算書及びアンカー仕様について

１　概　要

　工事の完成検査の際、給気ファン及び排気ファンの耐震計算書で指定されていた

　アンカーの仕様が現場で施工されていたものと異なっていたため、

　再度、耐震計算書、施工管理について確認を行った。

２　結果

　　「建築設備耐震設計・施工指針」（(財)日本建築センター発行）の「埋込式Ｊ形」の

　許容引抜荷重の表により、再度、現状に合わせた基礎形状である「堅固な基礎」で

　再計算をしたところ、埋込深さ88mm以上で耐震計算が満足することが分かった

　ため、現状のアンカー仕様で耐震性能に問題はないと判断した。

 

14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

機械置場
【排気ファン】
２階屋上

機械置場
【給気ファン】
２階屋上
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機械置場
【排気ファン】
２階屋上
平面詳細図
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機械置場
【排気ファン】
２階屋上
立面詳細図
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２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

２２０mm
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排気ファンの基礎アンカーのレントゲン写真結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２

19



排気ファンのアンカーボルト確認［レントゲン撮影にて確認結果］
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排気ファンの基礎アンカーのレントゲン写真結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２

　①、⑥、⑦、⑫　：アンカーボルト１４０mm×４本

　②、③、④、⑤、：アンカーボルト２２０ｍｍ×８本
　⑧、⑨、⑩、⑪
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以下の事実が判明した。

⇒「排気ファン」のアンカー仕様について、長さが足りないものが、

　４本も設置されていることが判明した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３ 経緯・現状  

 
名 称 

施工計画(耐震計算書) 

のアンカー仕様 

現場納品、現場施工 

アンカー仕様 

耐震性能 

確保 

１ 給気ファン 
ステンレス製 SUS304 

長さ 140ｍｍ×８本 

ステンレス製 SUS304 

長さ 140ｍｍ×８本 
◎ 

２ 排気ファン 
ステンレス製 SUS304 

長さ 220ｍｍ×12本 

ステンレス製 SUS304 

長さ 220ｍｍ×８本 

長さ 140ｍｍ×４本 

◎ 
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【対応方針】

まずは、耐震計算を再度見直して計算

【再計算の考え方】

・当初　２２０ｍｍ×１２本であったが、

　誤って１４０ｍｍのアンカーが含まれている可能性を

　考慮し、１４０ｍｍ×１２本と仮定した場合で再計算。

⇒基礎ボルトの埋込長さ8.8ｃｍとした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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設計震度の決定

項目 条件 項目 条件

設置階 上層階、屋上及び塔屋 設計用標準震度(KS) 2.0

設置物 水槽以外 設計用水平震度(Kh)(Z×KS) 2.00

防振装置の有無 有 設計用鉛直震度(KV)(KH/2) 1.00

機器の重要度 耐震クラスS 地域係数(Z) 1.0
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設計条件の決定

項目 条件 項目 条件

機器断面形状 短形断面 　 基礎ﾎﾞﾙﾄの呼び径(d) 1.2 cm

基礎ﾎﾞﾙﾄの形式 埋め込み式J形 　 基礎ﾎﾞﾙﾄの断面積(A) 1.13 cm2

基礎ﾎﾞﾙﾄ材質 ステンレス 　 基礎ﾎﾞﾙﾄ間距離（l) 336 cm

重量(W) 4180 kg 基礎ﾎﾞﾙﾄ～重心距離(lG) 168 cm

重心高さ(hG) 115 cm 基礎ﾎﾞﾙﾄの埋込長さ(L) 8.8 cm

基礎ﾎﾞﾙﾄの全数(n) 12 本 箱抜式の箱寸法(W') 　 cm

基礎ﾎﾞﾙﾄの片側本数(nｔ) 6 本 箱外周～基礎縁距離(A) 　 cm

短期許容応力度(引張)(ft)
［ステンレス］

15.8 kN/cm2
充填ﾓﾙﾀﾙ設計基準強度

(Fc)
1.8

kN/c
m2

短期許容応力度(せん断)(fs)
［ステンレス］

9.12 kN/cm2 　 　 　

　 　 　
基礎盛上高さ（除ｸﾞﾗｳﾄ高）

(h)
380 cm

25



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

各種計算

　設計水平地震力(Fh)（Fh=Kh×W) 8360 (kg)

　設計鉛直地震力(Fv)(Fv=Kv×W) 4180 (kg)

　基礎ボルトにかかる引抜力(Rb )

476.885 (kg/本)

4.67664 (kN/本)

　　→せん断応力τ、引張応力σ、引抜強度Ta全て計算する

　基礎ﾎﾞﾙﾄにかかるせん断応力(τ)

615.989 (kg/cm2)

6.04078 (kN/cm2)

　　→τ<fs（6.04078＜9.12）なのでせん断応力に関しては問題無。

　基礎ﾎﾞﾙﾄにかかる引張応力(σ)

421.659 (kg/cm2)

4.13506 (kN/cm2)

　引張 とせん断を同時に受けるﾎﾞﾙﾄの許容応力度(fts)　(1.4×ft-1.6×τ)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=1.4×15.8-1.6×6.04

12.4547 (kN/cm2)

　　σ≦(ftとftsの最小のもの)（4.13506≦ｍｉｎ（15.8,12.4547））なので問題無

=( ℎ×ℎ −( − )× )/( × )
　=（8360×115-(4180-4180)×168）　　　　　　　
/(336×6）

= ℎ/( × )
 ＝8360/(12×1.13)

= /
　=476.88/1.13
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同様に　基礎の隅角部、辺部に打設されたアンカーボルトについて、

　L=8.8cm,C=12cm,ｈ＝38cmであるので、

　L≦C+h⇒（8.8≦12+38）の場合の計算式を実施 

Ta‘＝6π・Ｃ2・ｐ　　　（３・１１－１）

ここに、Ｔａ’：アンカーボルトの短期許容引抜荷重（kN）［隅角部、辺部］

　　　　　Ｃ ：アンカーボルトの中心より基礎辺部までの距離（cm）、

　　　　　p　：コンクリートの設計基準強度による補正係数

　　　　　　

具体的な数字を代入すると

Ｔａ‘＝６×π×（１２ｃｍ）２×０．0１＝２７．１４３４（ｋＮ／本）　　　　　
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J、JA形基礎ﾎﾞﾙﾄの引抜について（隅角部、辺部の検討）

　短期許容引張荷重(Ta’)　(6π×C×C×P)=6π×12×12×0.0１ 27.1434 (kN/本)

　L=8.8cm,C=12cm,ｈ＝38cmであるので、L≦C+hの条件で上記計算を実施 　 　

Rb<Ta’（4.67664＜27.1434）なので問題無

以上の結果・・・

　アンカーボルトが１４０ｍｍの長さのものを１２本すべて使用
した場合でも問題がないことが分かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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【再発防止】

　　①アンカーの全長及び埋め込み長さが判別できる写真をすべてのアン
カーについて撮影する。

　　②アンカー管理表を作成する（基礎から出ている実寸を測定し、埋め
込み長さを管理する。）

　　

　　③アンカー計算書の事前提出を徹底する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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（３）工事事故の事例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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No 工種 事故内容 減点

１ 電気 重機で土間コンクリート直下の水道配管破損

２ 電気 伸縮はしごの収納時に指をはさまれ被災 －３

３ 電気 バックホウのアームを屋根支柱に接触

４ 機械 ＲＣ造ポンプ槽解体中にグラインダーで手首裂傷 －３

５ 電気 重機で埋設給水配管破損 －３

６ 電気 重機にて側溝および蓋を破損

７ 電気 重機でコンクリート舗装直下の給水管破損 －３

８ 機械 スラブのコア抜き時に電気配線破損

９ 電気 重機で埋設給水配管破損 －３

１０ 電気 杭打ちオーガにて電気配線破損

令和４年度の事故事例
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・収納する際に一人で作業を行うなど、適切な作業手順をとらなかった。
　　⇒順通り、二人ではしごを横にして作業を行う。

・収納する際の手を置いた位置が悪かった。
　　⇒工具の使用について、改めて安全協議会等で周知し、作業員に徹底する。

伸縮はしごの収納時に指をはさまれ被災

はしごを揺らす

はしごが急に
　降りてくる

被災者

ロックピンを外す

被災
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・作業に最適な工具を使用していなかった｡ (ﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰを使用していた｡)
　　⇒鉄筋切断作業は､鉄筋カッタ－を使用する｡

・作業に適した安全対策を講じていなかった｡  (作業用革手袋ではなく､一般作業
用手袋を着用していた｡)
　　⇒切断作業は､耐切創手袋 (革手袋) を着用して行う｡

・作業内容が正しくなかった。(ﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰを片手で持って作業していた。)
　　⇒工具は､両手でしっかりと握って作業する｡

ＲＣ造ポンプ槽解体中にグラインダーで手首裂傷
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御清聴ありがとうございました。

今後も安全第一で工事監理をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設備課
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